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■みどりの募金に協力を

．・蟻駆

四病．訟議議ll鋸．剰，写

　みどりの少年団は3月7日、苗木の無料配付会場で募金活

動を実施しました。3月から5月は、「みどりの募金」春の推

進月間です。皆さんのご協力をお願いします。



集囹
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公民協同のまちづくりで

　　　　均衡ある市政の発展に

平成11年遅1回日向市議会（定例会）

が、3月1日から19日までの19日間の日

程で開かれました。議会初日の本会議上、

赤木市長が平成11年度の市政の基本方針

及び重点施策を述べました。

今月号では、これらの概要についてお

知らせします。

初
日
の
本
会
議
で
、
基
本
方
針
を
述
べ
る
赤
木
市
長

　
わ
が
国
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、
経
済
構
造
の
変
化
、
国
民
の
価

値
観
や
生
活
様
式
の
多
様
化
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
構
造
的
な

変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
市
民
ニ
ー
ズ
も
拡
大
、
多
様
化

し
、
行
政
需
要
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
化
、
情
報
化
な

ど
の
課
題
に
も
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
要
請

に
こ
た
え
市
民
生
活
の
向
上
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
2
1
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
か
け
が
え
の
な
い
郷
士
H
向
市

を
、
明
る
く
人
情
味
豊
か
な
市
民
の
参
加
と
努
力
に
よ
っ
て
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
対
話
」
と
「
協
調
」
を
基
本
と
し
て
市
政
運
営

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
1
1
年
度
も
「
産
業
が
栄
え
、
文
化
の
香
り
高

い
都
市
」
に
向
か
っ
て
「
公
民
協
同
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
第
3
次
日
向
市
総
合
計
画
及
び
県

北
地
方
拠
点
都
市
地
域
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
教

育
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
行
政
の
各
般

に
わ
た
っ
て
、
均
衡
あ
る
市
政
の
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
併
せ
て
、
地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
行
財
政
の

改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
市
長
の
基
本
方
針
か
ら
》
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出費bl城Hfl渡市政の基本方針と電点施策

囲
2
　
平
成
1
1
年
度
重
点
施
策

魅
力
あ
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

［
高
速
交
通
体
系
の
整
備
］
施
行
命
令

が
出
さ
れ
た
東
九
州
自
動
車
道
門
川
・

都
農
間
の
一
日
も
早
い
着
工
、
完
成
に

向
け
て
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
努

力
し
ま
す
。

［
中
心
市
街
地
の
整
備
］
日
向
地
区
連

続
立
体
交
差
事
業
は
、
昨
年
末
に
都
市

計
画
決
定
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
国
、
県
、
J
R
九
州
な
ど
関
係
機
関

と
と
も
に
、
早
期
着
工
に
向
け
準
備
を

進
め
ま
す
。

　
日
向
市
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

は
昨
年
、
都
市
計
画
決
定
を
し
、
今
年

度
、
換
地
設
計
に
か
か
る
調
査
や
測
量

四

等
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
機
能
強
化
に
よ
る
魅

力
拠
点
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
複
合

拠
点
施
設
の
検
討
や
都
市
景
観
の
デ
ザ

イ
ン
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

［
土
地
区
画
整
理
事
業
］
財
光
寺
南
土

地
区
画
整
理
事
業
は
、
引
き
続
き
計
画

路
線
の
整
備
、
建
物
の
仮
換
地
先
へ
の

移
転
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
「
ふ
る

さ
と
の
顔
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
を
導

入
す
る
た
め
の
実
施
計
画
を
策
定
し
ま

す
。　

日
向
南
町
上
地
区
画
整
理
事
業
は
、

塩
見
橋
の
架
け
替
え
を
含
む
県
の
街
路

事
業
に
併
せ
て
都
市
計
画
道
路
富
高
財

光
寺
通
線
を
整
備
し
、
こ
れ
ら
に
伴
う

家
屋
の
移
転
、
公
共
下
水
道
の
付
け
替

え
な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
県
道
背

後
地
の
一
部
に
つ
い
て
、
建
物
の
仮
換

地
先
へ
の
移
転
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
亀
崎
、
亀
崎
北
の
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
平
成
1
2
年
度
の
完

了
を
目
指
し
ま
す
。

［
細
島
東
部
住
環
境
整
備
事
業
］
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
の
建
設
及
び
取
り
付
け

道
路
の
舗
装
、
建
物
の
移
転
な
ど
を
行

い
ま
す
。

［
道
路
の
整
備
］
都
市
計
画
街
路
で
は
、

下
ケ
浜
通
線
、
日
知
屋
・
財
光
寺
通
線
、

（
仮
称
）
高
砂
通
線
を
整
備
し
ま
す
。

一
般
市
道
の
整
備
は
、
中
村
西
川
内
線
、

平
岩
小
学
校
線
、
不
動
寺
仙
ケ
崎
線
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
美
々

津
海
岸
線
で
は
用
地
取
得
と
一
部
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

［
運
動
公
園
・
総
ム
ロ
公
園
］
お
倉
ケ
浜

総
合
公
園
の
野
球
場
フ
ェ
ン
ス
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
日
よ
け
工
事
及
び
大
王
谷
運

動
公
園
の
プ
ー
ル
、
陸
上
競
技
場
の
改

修
工
事
を
進
め
ま
す
。

［
南
日
向
駅
前
広
場
］
「
平
岩
地
区
地
蔵

の
里
づ
く
り
基
本
構
想
」
の
一
環
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

駅
前
広
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

［
下
水
道
］
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て

細
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
の
今
年
度
内

完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
亀
崎
東
・

北
町
・
草
場
地
区
及
び
曽
根
・
堀
一
方

地
区
の
面
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
原
都
市
下
水
路
事
業
に
加

え
、
木
原
都
市
下
水
路
事
業
に
着
f
し

ま
す
。囲［

高
齢
者
福
祉
］
長
寿
定
期
乗
車
券
の

交
付
、
長
寿
祝
い
金
の
支
給
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
活
動
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
の
助
成
な
ど
を
、
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
1
2
年
度
か
ら
施

行
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
に
向
け
て
、

制
度
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
介

護
保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

［
公
営
住
宅
］
新
財
市
住
宅
建
替
事
業

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

美
々
津
駅
前
住
宅
建
替
事
業
に
つ
い
て

は
実
施
設
計
及
び
敷
地
造
成
を
行
い
、

平
成
1
2
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

［
港
湾
振
興
］
細
島
港
は
、
国
際
貿
易

港
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
港
と
し
て

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

物
流
機
能
の
強
化
を
含
め
た
港
湾
の
振

興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
面
で
は
、
県
内
の

重
要
港
湾
を
対
象
に
し
た
「
宮
崎
県
ポ

ー
ト
セ
ー
ル
ス
協
議
会
」
の
発
足
が
計

画
さ
れ
て
い
て
、
市
で
も
県
と
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

［
水
道
事
業
］
平
成
1
0
年
度
か
ら
5
か

年
の
継
続
事
業
で
あ
る
権
現
原
浄
水
場

の
施
設
改
良
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
配
水
管
移
設
・
敷
設
工
事
、

改
良
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
有
収

率
の
向
上
を
図
る
た
め
漏
水
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

■
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

■

　
在
宅
福
祉
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
事
業
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
は
じ
め
、
住

宅
改
造
助
成
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
夕
食

サ
ー
ビ
ス
も
始
め
ま
す
。

［
障
害
者
福
祉
］
盲
人
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
事
業
、
重
度
障
害
者
に
対
す
る

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

3
1



4

、
．

ス
タ
の
開
催
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
手
話
奉
仕
員
養

成
事
業
、
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
改

造
助
成
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
認
可
申
請
中

の
「
中
心
の
里
」
に
対
し
、
知
的
障
害

者
通
所
授
産
施
設
の
建
設
費
を
助
成
し

ま
す
。

［
1
8
ル
童
福
祉
］
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
よ
る
児
童
ク
ラ
ブ
を
増
設
し
、

一
時
保
育
事
業
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

［
保
健
・
医
療
］
休
口
・
夜
間
に
お
け

る
重
症
救
急
患
者
の
医
療
を
確
保
す
る

回
　豆｝一

溜

た
め
、
指
定
医
療
機
関
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
目
向
地
区
小
児
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
、
在
宅
歯
科
訪
問
診

療
事
業
、
在
宅
当
番
医
制
整
備
事
業
な

ど
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
で
は
、
乳
幼
児
、
妊

産
婦
の
健
康
審
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
成
人
・
老
人
保
健
事
業
で
は
、

基
本
健
康
診
査
を
は
じ
め
、
各
種
検
診

事
業
の
受
診
下
向
E
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
各
区
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
連

携
し
、
成
人
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
予
防
方
法
等
に
つ
い
て
啓
発
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
閉
る
い
ま
ち
づ
く
り

－
　
　
　
噛

1園魍渚百選」に選薗姫酉艘齢お職
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［
環
境
の
保
全
］
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
の
整
備
、
公
害
防
止
対
策
、
生
活
排

水
対
策
等
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
日
本
の
渚
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い

る
お
倉
ケ
浜
を
良
好
自
然
環
境
保
護
地

区
と
し
て
指
定
し
て
い
く
た
め
に
、
動

植
物
の
生
息
、
分
布
状
況
等
の
調
査
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
処
理
対
策
で
は
、
資
源

回
収
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ご

み
の
減
量
化
、
資
源
化
を
図
り
、
循
環

型
社
会
の
構
築
及
び
資
源
の
有
効
利
用

と
最
終
処
分
場
の
延
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

［
消
防
行
政
］
救
急
救
命
士
の
養
成
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
消
防
の
担
い
手

で
あ
る
消
防
団
員
や
女
性
消
防
団
員
の

育
成
強
化
に
努
め
る
な
ど
、
総
合
的
な

消
防
防
災
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
計
．
画
の
見
直
し
や
防
災

マ
ッ
プ
等
を
整
備
し
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
に
対
応
で
き
る
実
効
性
の
あ
る

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

凹　
　
　
　
童
藁
が
巣
え
、
著
者
が
定
着
す
る
、

　
　
　
　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

問集bド成11年度市政の基本方針と覗燕施策

［
農
・
林
業
の
振
興
］
稲
作
と
転
作
と

の
調
和
の
と
れ
た
営
農
を
促
進
す
る
緊

急
生
産
調
整
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
、
市
単
独
事
業
と
し
て
「
日
向
市
転

作
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
野
菜
産
地
育
成
対
策
と
し
て
、

収
益
性
の
高
い
野
菜
の
キ
ュ
ウ
リ
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
、
な
す
の
産
地
化
を
目
指
す

た
め
、
種
苗
の
購
入
費
用
に
対
す
る
助

成
や
農
業
施
設
設
置
に
対
す
る
助
成
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
軟
弱

露
地
野
菜
の
栽
培
実
証
試
験
の
種
苗
、

資
材
等
に
も
助
成
し
、
供
給
体
制
の
確

立
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
の
基
盤
整
備
で
は
、
秋
留
地
区

で
農
業
集
落
排
水
事
業
を
引
き
続
き
実

施
す
る
ほ
か
、
笹
尾
地
区
に
営
農
飲
雑

用
水
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
農
道
で
は
、
久
保
地
区
、
後
畑
地
区

を
整
備
し
ま
す
。

　
林
道
で
は
、
山
口
下
僚
線
林
道
開
設

事
業
、
塩
見
谷
・
土
々
呂
内
線
林
道
改

良
事
業
、
平
尾
・
上
善
下
線
の
舗
装
工

事
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
山
口

線
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

［
漁
業
の
振
興
］
魚
礁
の
設
置
に
よ
る

　　
@　
@　
@　
@　

@
■

漁
場
の
拡
大
に
努
め
る
ほ
か
、
富
島
漁

協
水
揚
荷
捌
き
施
設
設
置
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
日
本
の
渚
全
国
協

議
会
総
会
（
渚
サ
ミ
ッ
ト
）
’
が
日
向
市

で
開
催
予
定
で
あ
り
、
市
の
す
ば
ら
し

い
自
然
環
境
や
歴
史
的
文
化
財
、
ま
た
、

人
情
の
豊
か
さ
を
全
国
に
向
け
情
報
発

信
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

［
商
工
業
の
振
興
］
中
心
市
街
地
の
整

備
で
は
、
商
店
会
と
商
工
会
議
所
主
導

の
も
と
、
事
業
化
に
向
け
た
勉
強
会
、

研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
機
関
（
T
M
O
）
を
商
工
会

議
所
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
市
民
と
行
政
が
連
携
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
日
向
市
中
小
企
業
特
別
融
資

制
度
．
で
は
、
融
資
枠
を
1
2
億
8
0
0
0

万
円
確
保
し
、
融
資
条
件
に
つ
い
て
も

改
善
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
場
産
業
の
振
興
で
は
、

人
材
育
成
、
販
路
拡
大
、
新
商
品
の
研

究
・
開
発
を
行
う
各
種
組
合
に
引
き
続

き
助
成
を
行
い
ま
す
。

［
企
業
誘
致
］
物
流
拠
点
と
し
て
の
細

島
港
の
整
備
が
進
み
、
東
九
州
自
動
車

道
を
は
じ
め
ア
ク
セ
ス
交
通
網
の
整
備

が
促
進
さ
れ
る
な
ど
明
る
い
状
況
も
あ

り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

［
観
光
の
振
興
］
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
整

備
事
業
で
は
、
駐
車
場
の
設
置
、
溝
口

的
広
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
温
泉
施

設
で
は
、
「
温
泉
利
用
施
設
開
発
促
進

協
議
会
」
の
意
見
を
ふ
ま
え
た
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
実
施
設
計
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

凹　
　
　
　
■
か
な
人
間
柱
と
創
造
的
な
文
化
を
育
な

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

［
生
涯
学
習
］
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ

ン
タ
ー
で
学
ん
で
い
る
人
達
が
、
目
的

に
沿
っ
て
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
引
き
続

き
助
成
を
行
い
ま
す
。

■

［
学
校
教
育
］
大
王
谷
小
学
校
の
大
規

模
改
造
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ

か
、
財
光
寺
小
学
校
に
耐
震
措
置
を
施

し
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
浄
水
型
プ
ー
ル
を

設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
財
光
寺
中
学
校
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
を

整
備
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
安
全
性

の
確
保
の
た
め
低
温
室
付
コ

ン
テ
ナ
を
導
入
し
ま
す
。

［
社
会
教
育
｝
中
央
公
民
館

や
地
区
公
民
館
に
お
け
る
生

涯
学
習
の
推
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
創
出
と
社
会
参
加
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
で

は
、
学
校
週
5
日
制
に
伴
う

土
曜
日
の
学
校
外
活
動
（
ウ

ィ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
事

業
）
を
積
極
的
に
推
進
し
、

併
せ
て
地
域
社
会
と
学
校
が

連
携
し
た
学
祉
融
合
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

［
文
化
財
保
護
］
美
々
津
町
並
み
の
保

存
整
備
事
業
や
妙
国
寺
庭
園
の
整
備
事

業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
市
指
定
有
形
文

化
財
建
造
物
「
目
高
鍋
屋
旅
館
」
の
展

示
物
に
つ
い
て
資
料
収
集
を
行
い
整
備

を
図
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
市
指
定
文
化
財
の
保
護
と

活
用
の
た
め
の
文
化
財
活
用
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

［
図
書
館
］
図
書
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
全
市
的
な
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
貸
出
文
庫
巡
回
事
業
、
児
童

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
読
書
推
進
事
業
等
、

市
民
の
た
め
の
開
か
れ
た
図
書
館
を
目

指
し
ま
す
。

［
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
］
市
民
が
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

［
人
権
啓
発
の
推
進
］
「
同
和
」
問
題
を

は
じ
め
、
女
性
、
障
害
者
、
外
国
人
等

に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い

と
い
う
立
場
か
ら
、
啓
発
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

［
女
性
行
政
］
男
女
共
同
社
会
づ
く
り

の
た
め
、
女
性
の
社
会
参
加
と
地
位
向

ヒ
を
目
指
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

し
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
各
種
審
議
会
に
お
け
る

女
性
委
員
の
登
用
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
各
種
団
体
に
つ
い
て
も
女
性
の
登

用
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

［
国
際
交
流
］
友
好
都
市
灘
坊
市
と
の

交
流
で
は
、
引
き
続
き
市
民
友
好
交
流

団
及
び
市
職
員
研
修
団
を
派
遣
す
る
と

と
も
に
、
灘
坊
市
か
ら
の
訪
日
団
を
受

け
入
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
員
と
地
域
住
民
と

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
国
際
交
流

員
を
学
園
融
合
事
業
に
講
師
と
し
て
参

加
さ
せ
、
児
童
生
徒
の
国
際
感
覚
を
高

め
る
と
と
も
に
国
際
交
流
や
国
際
協
力

を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

［
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業
］
市
史

編
さ
ん
事
業
の
た
め
、
資
料
の
調
査
、

収
集
を
行
い
ま
す
。

［
行
政
改
革
］
地
方
分
権
に
対
応
し
た

行
政
改
革
を
推
進
し
、
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
た
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

5
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4
月
1
1
日
は
県
議
会
議
員
選
挙
、
4
月
2
5
日
は
市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
っ
と
も
身
近

な
県
政
、
市
政
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
4
年
に
［
度
の
大
事
な
選
挙
で

す
。
私
た
ち
［
人
ひ
と
り
が
、
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
よ
く
聞
き
、

よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
よ
う
。

投
票
と
開
票

自

習
些、　だ螺
　　　rア

沸巌篇：幅

《
投
票
》

◇
県
議
門
4
月
1
1
日
（
［
）

◇
市
議
団
4
月
2
5
日
（
口
）

◇
時
間
1
1
午
前
7
時
～
午
後
8
時

《
開
票
》

　
い
ず
れ
も
即
日
開
票
で
、
時
間
は
午

後
9
時
1
5
分
か
ら
、
会
場
は
日
向
勤
労

青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で
す
。

投
票
で
き
る
人

　ニウ判
　げ“．

懲
涙
隷
．

三
惑
髪
冶

《
年
齢
》

◇
県
議
1
1
昭
和
5
4
年
4
月
1
2
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

◇
市
議
1
1
昭
和
5
4
年
4
月
2
6
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

《
住
所
》

◇
県
議
1
1
平
成
1
1
年
－
月
－
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
日
向
市
に
住
ん
で
　
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

◇
市
議
1
1
平
成
1
1
年
－
月
1
7
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
日
向
市
に
住
ん
で
　
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

市
内
転
居
と
市
外
転
出

《
市
内
で
転
居
し
た
方
》

◇
県
議
ロ
今
年
の
3
月
3
1
日
ま
で
に
市

内
で
住
所
を
移
し
、
住
民
票
を
異
動
さ

れ
た
方
は
、
新
し
い
住
所
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
が
、
4
月
1
日
以
降
に

転
居
さ
れ
、
住
民
票
を
異
動
さ
れ
た
場

合
は
、
前
住
所
地
の
投
票
日
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
市
議
”
今
年
の
4
月
1
3
日
ま
で
に
住

民
票
を
異
動
さ
れ
た
方
は
、
新
し
い
住

所
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
が
、
4

月
1
4
日
以
降
に
転
居
さ
れ
、
住
民
票
を

異
動
さ
れ
た
場
合
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

《
市
外
へ
転
出
し
た
方
》

◇
県
議
1
1
平
成
1
0
年
1
2
月
1
1
日
以
降
に

λ
て
投
票
し
ま
し
よ

県
内
の
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
方
ま

た
は
こ
れ
か
ら
県
内
に
転
出
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
転
出
先
の
市
町
村
の
発
行

す
る
「
居
住
証
明
書
」
が
あ
れ
ば
、
投

票
日
当
日
転
出
前
の
住
所
地
で
投
票
す

る
か
ま
た
は
不
在
者
投
票
に
よ
り
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
県
内
の
異
動

は
1
回
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
市
議
団
投
票
日
前
日
ま
で
に
市
外
に

転
出
し
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
、

不
在
者
投
票
制
度

　
投
票
日
当
日
に
、
事
情
が
あ
っ
て
投

票
所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、
「
不

在
者
投
票
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
投
票
目
当
日
仕
事
に
従
事

す
る
場
合
、
ま
た
は
自
分
の
投
票
区
域

肝所投

外
で
、
用
務
・
旅
行
・
病
気
等
で
や
む

を
得
ず
当
日
に
投
票
で
き
な
い
場
合
な

ど
に
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
で
き
る
よ
う

設
け
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

《
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
》

◇
県
議
1
1
4
月
2
日
か
ら
1
0
日
ま
で

◇
市
議
1
1
4
月
1
8
日
か
ら
2
4
日
ま
で

◇
期
間
1
1
い
ず
れ
も
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
午
後
8
時
ま
で
。
な
お
、
期
間
中
の

七
曜
日
、
日
曜
日
も
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
午
後
8
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
不
在
者
投
票
の
手
続
き
》

　
投
票
前
に
、
投
票
当
口
不
在
と
な
る

理
由
等
を
不
在
者
投
票
の
「
請
求
書
兼

宣
誓
書
」
に
記
入
し
た
う
え
で
投
票
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
券
が
届
い
て

い
ま
し
た
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

《
投
票
場
所
》

　
い
ず
れ
も
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
庁
舎
南
別
館
－
階
）

《
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
》

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投
票

所
に
出
向
い
て
投
票
が
で
き
な
い
方
の

た
め
に
、
郵
便
に
よ
り
不
在
者
投
票
を

す
る
制
度
で
す
。
　
一
定
の
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

投
票
は
記
名
式
で
す

　
投
票
は
、
県
議
会
議
員
選
挙
、
市
議

会
議
員
選
挙
と
も
に
記
名
式
で
す
。

　
投
票
用
紙
の
「
候
補
者
氏
名
」
の
欄

に
、
投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
．
人

の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
目
や
体
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な
い

方
ま
た
は
文
字
が
書
け
な
い
方
の
た
め

に
「
点
字
投
票
」
や
「
代
理
投
票
」
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
軍
場
券
は
、
県
議
が
4
月
2

口
、
市
議
が
4
月
1
5
口
発
送
予
定
で
す
。

投
票
日
間
近
に
な
っ
て
も
入
場
券
が
届

か
な
い
場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
選
挙
公
報

を
発
行
し
ま
す
。

　
4
月
2
3
日
ま
で
に
、
区
長
公
民
館
長

を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

市
役
所
ロ
ビ
ー
や
各
支
所
に
も
備
え
て

お
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投　票　所 投　票　区・の　区　域

1 日向醐紗年囎センタ 町、上町、本町、中町、南町、東草場、
随黶A春原、春原町1～2丁目

2
原町公民館

　町1～3丁目、高砂町、原町1～4丁
ﾚ、新生町1～2丁目

3
日知屋公民館

公園通り、櫛の山団地、江良町1～4丁
ﾚ

4
永江公民 永江町1～3丁目、永江

5
曽根公民

日根町1～4丁目、塩田、塩田団地、古
c

6
一方公民

田1～3丁目、伊勢ケ浜，中堀町1～3丁目、

�ｬ1～2丁目　山手町、堀一方、平野、深溝

7
島公民 蔵、吉野川、清正

8 脱区コミュニティセンタ 宮の上、高々谷、ハ幡、圧手向、八坂、
@勢

9
幡浦公民 浦

10
崎中区公民

崎東・中・南、向江町1～2丁目、亀崎1

S丁目　亀崎東1～4丁目、亀崎西2丁目

11

木公民 木、梶木町1～2丁目、

12

手公民 土手、大王町1～5丁目、大王谷

13
ヒ町1区公民

14
賄市酷福祉センタ 中原、高見橋通り、広見、千束ロ

15

谷公民 谷

16
川内甑耶センタ 川内

17

中村公民 中村、新財市、塩見ケ丘、権現原

18
野集落センター 野、永田

19

還区公民 江団地、往還、往還町

20

山下公民 山下、山下町1丁目

21

良町公民館 良、川路団地、比良町1～5丁目

22

原公民 公原、沖町

23

島山公民 島山1

24
島山2区公民 島山2

25

山公民 火留（向洋台を筥む）

26
塘区集落センタ 曙、美砂

27

日向公民館 野東・中・西、金ケ浜、本宮

28

毛公民 木、鵜毛

29

脇公民 唱見、幸脇

30
谷地内堀センタ δ

31

勲臣財田ンタ 、、瀬

32
々津公民 田J、立縫、別府

33
々驚人福祉センタ 通り、月並

34

高松公民 宮の下、高松、馬鹿

35
田の原公民館 田の原

　投票当日は、投票所入場券に記載された投

票所望を確かめてお出掛けください。

　統一地方選挙についてのお問い合わせば、

市選挙管理委員会事務局（雪内線2231～

2233）へ。
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平成11年度畜犬登録・予防注射日程諸
国　　日 増　　所 時　　閲

の下公民館
ｼ公民館
ｭ公民館

阨{公民館

9；30～9：40

E9：50～10：0

P0；10～1つ；20

P0：30～10：4
　4月

P3日

i火曜日）
石見公民館
@々津公民館

X津老人福祉センター

@通り公民館

13；30～13；40

P3：55～14：0

P4：15～14；30

P4：40～14：50

田の原公民館
@瀬公民館
@谷公民館

9：30～9140

P0：00～10：1

P0：25～10；40
14日

i水）
砂公民館
Z給食共同調理場

R公民館
B洋台公民館

13：30～13。：40

P3：55～14；10

P4：20～14：30

P4：40～14；50

脇公民
ﾘ集落センター
ﾑ公民館

9：30～9：4

P0：05～10；15

P0：30～10：40
15日

u木）
ケ浜公民館
�ｼ公民館
ｺ公民館
�ｯ館

13：30～13；45

P3：55～14：05

P4：20～14：30

P4140～14：5

刀島山1区公民館
梃ｴ公民館

9：30～9145

P0：00～10：416日

i金） 島山2区公民館
㍽R2区菜切集会所

13：30～14；05

P4：20～14：5

ll路団地集会所

ﾇ公民館

9：30～9140

X：55～10：419日

i月） 下公民館
ﾒ公民館

13：30～13145

P4：00～14：5

永田集落センター
@野集落センター

�ｺ農村婦人の家

9：30～9；40

X：55～10：1

P0：25～10；4020日

i火） 見　通り公民館
随鼬�ｯ館
ｧ図書館前

13：30～13：4

P4：00～14：15

P4：25～14：50

財市営会場
�煬�ｯ館
J公民館

9：30～9：45

P0：05～10：15

P0：25～10：4021日

i水｝
ヒ酊二区自治公民館’洋園公民館

@動寺公民館

13：30～13：45

P3：55～14：15

P4：25～14：50

浦公民館
√ﾛ育所北側

9：30～9：50

P0：00～10：4022日

i木） 島公民館
ｪ公民館

13：30～14：00

P4：15～14：50

23日

i金）

曽根3丁目公園
@良公民館
ﾒ通り（訓練校入りロ）

@江公民館

9：30～10：00

P0：15～10：40

P3：30～13：40

P4：00～14：40

一方公民館 9：30～10：40
26日

i月）
崎消防機庫前

qケ丘公民館

13；30～14：05

P4：20～14：50

木公民館
y手公民館

9：30～10：00

P0：15～10：40
27日

i火）
　町児　公園
@原町公民館
i江公民館

13：30～13：45　　　　，14：00～14：20

P4：30～14；5

28日

i水｝

崎中公民館

ｪ谷公民館

9：30～9：45

P0：00～10：40

ロ砂児童公園
卲�ﾛ健所

13：30～14：00

P4：15～14：50

9

愛犬に愛情1本

　
市
及
び
日
向
保
健
所
で
は
、

平
成
H
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
と
畜
犬
登
録
を
行
い
ま
す
。

　
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、

飼
い
犬
に
対
し
て
生
涯
－
回
の

登
録
と
年
－
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。　

対
象
と
な
る
犬
は
、
生
後
3

か
月
以
上
の
犬
で
す
。
現
在
、

病
気
や
妊
娠
中
の
犬
は
、
当
日

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
登
録
し
て
あ
る

犬
は
、
改
め
て
登
録
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
途
、
郵
送

す
る
「
通
知
書
（
は
が
き
）
」
を

持
参
の
う
え
、
注
射
だ
け
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
料
金
は
、
登
録
が
3
0
0
0

　
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、

か
わ
い
い
だ
け
で
は
飼
え
ま
せ

ん
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
場
合
は
、

飼
い
主
と
し
て
の
責
任
が
必
要

で
す
。

　
糞
の
後
始
末
は
も
ち
ろ
ん
、

む
だ
吠
え
を
さ
せ
た
り
、
放
し

飼
い
を
し
た
り
せ
ず
、
最
低
限

の
し
つ
け
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
が
、
飼
い
主
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

円
、
注
射
が
2
8
5
0
円
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課

（
費
内
線
2
1
4
0
）
ま
た
は

日
向
保
健
所
（
雪
5
2
1
5
1
0

1
）
へ
。

」「’ 一」

■人件費の状況（普通会計決算）

区　　分

平成9年度

住民基本台帳人ロ
H10331現在59、753人

　艘出額A
22424，006千円

　人件費B
4482、096千円

人件費率B／A

　200％

（注｝人件費には、特別職の給与及び報酬を含みます

目職員給与費の状況（普通会計予算）

給　　　与　　　費
区　　分 職員数A

給　　料 職員手当 期末・勤嬉手当 計　　B

1人当た膿与費

@B／A

平成10年度 483人 2，024，964千円 328，509千円 987、510千円 3，340，983千円 6．917千円

（注）1，特別職、教育長を除きます

　　2．職員PLiには、退職和皆は含みません
　　3．給与費は、’F成m年度当初r算1二計ヒされた額．であり、給与改定分としてLO％を含みます

囹二三の平均給料月額及び平均年齢の状況

　　　　　　　一般行政職
　区　分
　　　　平均給与月額平均年齢
　日向市　　339，126円　　40．8歳

　　国　　　313384円　　40，0歳

囲職員の初任給の状況

囹職員の経験年数別、学歴別平均給料月顎の状況

　区分経験年数10年経験年数15年経験年数20年
　　般大学卒　258，475円

行政職高校卒　238，200円

325，400円　　372．067円

275、000円　　341．367円

囹一般行政職の級別職員数の状況

区　分 1級 2級 3級 4級 5織 6級 7級　　8級 9級 計
棚準的な
E瀦内容

主事 主事 主事 主事 主事
主事・主責

W長・補佐

　主直　．

W長補佐

主幹

ﾛ長
課長 一

職員数 0人 7人 41人 46人 17人 47人 104人 29人 7人 298人

構成比 0．0％ 2．3％ 13．8％ 15．4％ 5．7％ 15．8％ 34．9％ 9．7％ 2．4％ 100％

　（注）口向市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です

囮職員手当の状況

　（1）期末・勤勉手当

区　分

6月期

12月期

3月期

　計

その他の

加算措置

圖特別職の報酬などの状況（平成8年12月1日適用）

期　末　手　当
区　分 給料・報酬

6月期 12月期 3月期 計

市　畏 865，000円

助　役 692，000円 1．6月分 1，9月分 O．55月分 4、05月分

収入役 618、000円
1

議　長 433，000円

副蹴長 379，000円 1．6月分 　　　Ik9月分 0．55月分 4．05月分

蹴　員 358，000円

（2）退職手当

市
職
員
の
給
与
な
ど
を
公
表
し
ま
す

市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
審
議
を
経
て

条
例
や
規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
成
1
0

年
4
月
－
日
現
在
の
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日向市 国
区　分

幽幽伎毅刷 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

動続20年 21，0月分 28．875月分 21．0月分 28．875目分

析続25年 33．75月分　44．55月分 33．75月分 44，55月分

勤続35年 47．5月分　　62．7月分 47．5月分 62．7月分

最高隈度額 60．0月分 62．7月分 60．0月分 62．7月分

その他の

ﾁ算措置 一

定三星三三義特鵬置

@2％～20％順 一

定年前早用罰舗撞置

@2％～20％順

退職時

ﾁ別昇給 一

勧奨　2号

阡N　1号 一
1号

1人当たり

ｽ均支給額

14，205

迚~

29，595

迚~ 一 一

（注）退職r当の1人当たり噛ド均支給額は、前年度に退職した
　　職員に支給された陶ド均額です
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種目・年代別入賞者一覧

99第誘回』戚罵設9憾

地域住民総ぐるみで暴力追放を

民
に

国
論登

　回向地区暴力追放住民大会が3月3日、市中央公民館で

開かれ、市内及び入郷町村から約550人が参加しました。

　大会では、宮崎県警の暴力団対策官の那須悟さんが「最

近の暴力団情勢」について説明。引き続き行われた基調講

演では、宮崎県弁護上落民事介入暴力対策委員会委員長の

江藤利彦弁護士が「地域住民による暴力団追放運動につい

て」の演題で講演しました。

　江藤さんは、住民による暴力団追放運動の事例を紹介し

ながら「暴力団は、平穏な家庭にある日突然飛び込んでく

る．同じ悔しい思いを子孫に残さないためにも、暴力団追

放に立ち上がる勇気をもってほしい」と訴えました。

　最後に、日向商⊥会議所青年部副会長の佐藤友治さんが

「暴力団を恐れない、金を出さない、利用しないの3ない

運動を実践し、地域住民総ぐるみで暴力追放に立ち上がり

ます」と暴力追放宣言を読み上げました。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
O
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　ひょっとこマラソン大会は、完走者全員

が入賞者です。各種H・年代別における3

位までの市民ランナーの氏名と記録は、次

のとおりです。来年は、このタイムを目標

に頑張ってみましょう。
◆2kmσ）謝‘

小学4年男子　　1①田崎　　泰　0：07’25”

　　　　　　：②f左藤　 慎二　 〇：07「　25”

小学5年男子　　：②川野　翔平　0：07’18”

小学6年男子　　：③重富　朝登　0：0709”

小学4年女子　　：②児玉　直子　0：0746”

’」、学5年女子　　：②三浦　真美　0：0ア32”

小学6年女子　　：②柏田　麻衣　0：0729”

◆5kmの部

中学女子　　　　：②杉原　詩織　0：19’11”

高校男子　　　　：③鈴木　聖司　0：1711”

一般男子29歳以下1①山崎　明人　0：16’32”

一般男子40歳代　：②川崎　　薫　0：17’46”

一般男子60歳代　　：③黒木　時夫　0：20’56”

一般女子29歳以下：②煙草　志穂　0：28’29”

　　　　　　：③柏田　理奈　0：31’50”

一般女子30歳代　：②黒木　明子　0：22’03”

　　　　　　：③志田　千里　0：26’07”

一般女子50歳代　：③今田　和子　0：2424”

◆ハーフマラソンの部

一般男子30歳代　　：②海野　達也　1：16’02”

一般女子29歳以下；③吉田美紀子　1：54’24”

一般女子50塾代　：①黒木喜美子　1；50’32”

∫
9　　

@　

@N

歎望．

ノ戸
　
ガ

ウ

乙
ツ
沸

む
ソ
酒

醤
、

　
⑥

向路をかける

「
第
5
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ン

ン
ー
N
ほ
そ
し
ま
」
が
2
月
2
1
日
、
細

島
工
業
港
・
港
の
森
公
園
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
大
会
は
、
新
た
に
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
部
も
設
け
ら
れ
、
市
内
外
か

ら
1
1
8
1
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
新
春
の
日
向
路
を
自

己
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
走
っ

て
い
ま
し
た
。

、●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●oo・oo・●●●●ooo■●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●ooo●o●・●●・．・…　　●・●・Oooo●●●●●●o●ooo●●9・●oooooo●・●o・●●●o，●●oo．●●o●．●．・・●・●●．oo・o・・…

㊧運用開始
　
　
　
　
市
は
3
月
8
日
、
戸

ト　　
　
籍
事
務
の
電
算
化
を
ス

　■　
　
　
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

夕
黙
黙
勧
鶴
鰭

　
　
　
務
が
迅
速
化
す
る
こ
と

ス
　
　
　
に
な
り
ま
す
。

化
電
算
化
・
れ
・
戸
籍

　
　
　
は
、
現
在
戸
籍
約
2
万

算　　
　
4
0
0
0
件
。
新
し
い

鮮
耀
畿

薦　
　
　
用
数
字
を
用
い
て
読
み

　
　
　
や
す
く
、
分
か
り
や
す

言
い
…
な
り
ま
し
梶

　
　
　
　
ま
た
、
複
写
機
に
よ

籍　　
　
る
偽
造
を
防
止
す
る
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た理コ月　　まめ
たのな市前ト　り請美同がた　動作昨0がンの戸す特
。スど長ロ式戸ま’々じ’こ戸と旧年こでピ戸籍。殊
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事
務
は
、
平
成
6
年
1
2

籍
法
改
正
に
よ
っ
て
、

ユ
ー
タ
に
よ
る
事
務
処

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

れ
を
受
け
て
市
で
は
、

か
ら
戸
籍
改
製
の
移
行

を
行
い
、
今
回
の
電
算

な
っ
た
も
の
で
す
。

籍
事
務
が
電
算
化
さ
れ

と
か
ら
戸
籍
証
明
書

住
民
票
や
印
鑑
証
明
と

よ
う
に
、
細
島
、
岩
脇
、

津
の
各
支
所
で
も
中

交
付
で
き
る
よ
う
に
な

し
た
。

籍
事
務
電
算
化
ス
タ
ー

は
3
月
8
日
、
市
民
課

ピ
ー
で
開
か
れ
、
赤
木

ら
が
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
、
戸
籍
事
務
電
算
化

タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し

／＼

がはあ側節痛物ナ　自費組の回ンのとも準らをに9　ま給月温う
’37りな痛や温ト温1Ijはみ温にを下が自備供’一m温す湯3泉出平

一・ ﾜど’筋泉リ泉D約で泉20押にで由す給隣時の泉。サ日スし成

な
用
紙
を 蟄言1

使！ラψ気「
劃

し　　　　　一
て　　＼．／
い　　戸籍証明書を交付翫．暦劉コ男

の
泉
質
は
、

ウ
ム
塩
化

で
、
神
経

肉
痛
、
関

慢
性
婦
人

に
効
果
が

す
。
泉
温

5
度
で
す

度
く
み
上

ス
タ
ン
ド
は
、
高
さ
約

円
筒
形
の
貯
湯
タ
ン
ク

く
み
上
げ
ら
れ
た
温
泉

接
す
る
給
湯
機
2
機
か

す
る
も
の
。
容
器
の
み

れ
ば
無
料
で
い
く
ら
で

に
温
泉
を
持
ち
帰
る
こ

き
ま
す
。
容
器
を
蛇
口

お
き
ボ
タ

せ
ば
、
1

）
ツ
ト
レ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

が
出
る
仕

、
総
事
業

5
0
0
0

9
年
H
月
に
温
泉
が
ゆ

た
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
に

タ
ン
ド
が
完
成
し
、
3

か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に

ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い

げ
て
か
ら
の
供
給
に
な
る
の

で
、
や
や
低
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
給
湯
開
始
式
は
3
月
3
口
、

地
元
住
民
や
市
の
関
係
者
ら
約

50

l
が
出
席
し
て
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
赤
木
市
長
が
「
温

泉
施
設
が
完
成
す
る
ま
で
の

間
、
こ
の
ス
タ
ン
ド
を
多
く
の

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
市
は
現
在
、
温
泉
利
用
施
設

に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

温
泉
ス
タ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
サ
ン
パ
ー
ク

170
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O
ッ
旨
旨
ジ
叢
に
託
し
て

　
「
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
市

民
の
集
い
」
が
3
月
1
3
日
、
市

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
多

く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
「
人
権
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
し
て
北
九
州
市
の
教
員

ら
で
出
城
諭
爵
よ
辞
ー
マ
ン
バ

ン
ド
・
願
児
我
楽
夢
が
出
演
。

部
落
差
別
や
障
害
者
差
別
、
在

日
外
国
人
差
別
、
島
差
別
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
と
戦
い
な
が

ら
強
く
生
き
て
い
る
人
た
ち
の

「
思
い
」
や
「
叫
び
」
を
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
の
せ
て
、
聴

く
人
の
心
に
訴
え
ま
し

た
。　

彼
ら
は
「
ど
ん
な
差

別
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
な
け
れ
ば
、
差
別
を
無
く

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
た
ち

の
活
動
は
、
私
た
ち
自
身
が
差

別
と
向
き
合
う
た
め
の
活
動
。

多
く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い

で
、
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
差

別
の
芽
を
一
つ
↓
つ
摘
み
取
っ

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
演
奏
の
最
後
に
彼
ら
は
、
い

じ
め
な
ど
で
自
殺
す
る
子
供
た

．
ち
が
多
い
こ
と
に
ふ
れ
、
「
死

ぬ
な
よ
」
と
子
供
た
ち
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

0
遷
し
た
希
曼
化
●
璽
E

　
第
1
5
回
日
向
市
民
文
化
講
演
会
が
2

月
2
6
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
の
講
師
は
作
家
の
桐
島
洋

子
さ
ん
で
、
演
題
は
「
人
生
は
火
の
よ

う
に
水
の
よ
う
に
」
。
二
人
の
娘
を
出

産
す
る
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
従
軍
記
者

と
し
て
過
ご
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の

苦
悩
の
日
々
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

現
在
の
充
実
し
た
日
々
が
送
れ
る
こ
と

の
あ
り
が
た
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
詰
め
か
け
た
市
民
ら
．
は
、
親

し
み
の
あ
る
優
し
い
語
り
か
け
に
終
始

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

㊤
裂
馴
し
て
活
躍
を

　
今
年
度
還
暦
を
迎
え
た
方
を
お
祝
い

す
る
平
成
1
1
年
日
向
市
「
還
暦
式
」
は

3
月
7
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
今
年
、
市
内
で
還
暦
を
迎
え

た
方
は
、
男
性
2
9
5
人
、
女
性
3
2

5
人
の
計
6
2
0
人
で
す
。

　
式
で
は
、
還
暦
者
を
代
表
し
て
中
堀

町
の
黒
木
勇
さ
ん
と
公
子
さ
ん
夫
妻
が

生
涯
現
役
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
町
の
柳
田
恵
美
子
さ
ん
が

「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
を
楽
し
く
強

く
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
止
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

⑪
ス
タ
ー
で
防
火
轟
轟
び
か
9

広轍艇に揚鱈された写翼を差し上げ冒す。

　二言する方は市越長承〔麿内線2234）畿で

．
彫
蚤
藝
一
－

　
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
が
、
2
月
2
7
日
か

ら
3
月
7
日
ま
で
ア
ス
テ
ィ
日
向
論
旨

で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
7
3
6
点
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

　
▽
日
向
市
長
賞
1
1
壱
岐
真
輔
（
塩
見

小
5
年
置
▽
日
向
市
議
会
臨
御
賞
1
1
荻

原
旦
士
（
美
々
津
小
6
年
）
▽
日
向
市

教
育
長
賞
四
い
わ
く
ら
み
な
み
（
財
光

寺
小
－
年
）
▽
日
向
市
消
防
長
賞
”
幸

崎
美
穂
（
塩
見
小
5
年
）
▽
日
向
市
消

防
団
長
賞
1
1
細
川
輝
（
塩
見
小
3
年
）

▽
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
畦
山
瀬
正
樹

（
大
王
谷
小
6
年
）
▽
㈱
寿
展
日
向
店

長
賞
1
1
た
か
や
な
ぎ
り
ょ
う
（
富
高
小

－
年
）
▽
金
賞
1
1
芳
賀
裕
太
朗
（
財
光

寺
小
5
年
置
▽
銀
賞
1
1
山
口
瞳
（
塩
見

小
5
年
）
▽
銅
賞
貯
は
ま
ば
た
ひ
ろ
き

（
富
高
小
－
年
）
、
橋
本
知
宙
（
大
王
谷

小
3
年
）
、
本
田
沙
江
美
（
財
光
寺
小

　
　
　
楮
谷
り
ょ
う
へ
い
（
同
坐
1

松
葉
孝
志
（
平
岩
小
鵜
毛
分
校
2
年
）

▽
佳
作
1
1
く
ろ
ぎ
り
ょ
う
へ
い
（
塩
見

小
－
年
）
、
伊
達
辰
哉
（
同
4
年
）
、
瀧

井
稔
（
同
5
年
）
、
く
ろ
ぎ
か
け
る

（
富
高
小
－
年
）
、
湯
浅
翔
太
（
同
4
年
）
、

戸
高
智
子
（
美
々
津
小
3
年
）
、
黒
木

裕
加
里
（
回
田
の
原
分
校
5
年
）
、
橋

口
亮
太
（
財
光
寺
小
5
年
）
、
か
し
わ

だ
え
り
か
（
日
知
屋
東
小
－
年
）
、
水

永
香
織
（
同
小
6
年
）

’

㊦
ぐ
ら
餅
つ
き
で
に
冒
わ
う

，
燥

甑

　
火
伏
せ
地
蔵
で
知
ら
れ
る
平
岩
地
蔵

尊
の
大
祭
が
、
3
月
1
0
日
か
ら
1
2
日
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
祭
期
間
中
は
、
し
柿
肋
雛
脂

定
さ
惣
r
い
じ
既
払
競
軍
地
職
噂
蓮
橡
巴

紳
「
副
劉
鉢
浮
彫
号
」
「
阿
弥
陀
如
来

像
」
「
庖
瘡
神
像
」
の
ご
開
帳
と
と
も

に
、
名
物
の
や
ぐ
ら
餅
つ
き
が
あ
り
、

参
拝
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
や
ぐ
ら
餅
つ
き
は
、
高
さ
約
7
m
に

組
ま
れ
た
や
ぐ
ら
で
っ
く
餅
つ
き
。
つ

き
上
が
っ
た
お
餅
は
、
そ
の
場
で
参
拝

客
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

㊦
格
的
な
嚢
と
ダ
ン
ス
蘇
了

　
県
北
の
国
際
交
流
員
や
外
国
語
指
導

助
手
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
「
県

北
J
E
T
劇
団
」
に
よ
る
英
語
劇
「
ピ

ー
タ
ー
・
パ
ン
」
の
公
演
が
3
月
1
4
日
、

市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
員
ら
は
、
分
か
り
や
す
い
英
語

を
使
い
、
プ
ロ
顔
負
け
の
演
技
や
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
舞
台
を
披
露
。

満
場
の
客
席
か
ら
は
、
笑
い
声
や
拍
手

が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
公
演

後
は
、
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
市
民
と

の
交
流
会
も
あ
り
、
大
人
か
ら
子
供
ま

で
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

72
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嶺
嬉
し
寧
軸
犠
軽

み
　
な
さ
き
が
　
は
な

御
名
崎
ヶ
鼻
遊
歩
道
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

金
ヶ
浜
遊
歩
道
ま
で
の
探
訪
記

（
小
浜
で
見
た
奇
妙
な
物
体
）

　
波
打
ち
際
で
動
い
て
い
る
物
体
に
4

～
5
メ
ー
ト
ル
ま
で
近
づ
い
た
私
は
、

そ
れ
が
「
マ
ン
ボ
ウ
」
だ
と
確
信
し
て

急
い
で
妻
を
呼
び
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
、
す
ぐ
傍
ら
の
岩
の
上
か

ら
見
て
い
る
の
を
知
っ
て
か
、
知
ら
ず

か
、
マ
ン
ボ
ウ
は
そ
の
名
前
に
ふ
さ
わ

し
く
、
ま
こ
と
に
悠
然
と
巨
体
を
波
に

小
浜
で
見
た
奇
妙
な
物
体
の
正
体
「
マ
ン
ボ
ウ
」

任
せ
て
、
の
た
り
の
た
り
と
遊
泳
し
て

い
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
な
ぜ
だ
ろ
う
？

何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
私
た

ち
は
、
1
0
分
以
上
も
そ
こ
で
見
続
け
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
日
に
限
り
カ

メ
ラ
を
持
参
し
な
か
っ
た
こ
と
を
心
か

ら
悔
や
み
な
が
ら
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ

る
思
い
で
そ
の
場
を
離
れ
、
次
の
ル
ー

ト
へ
と
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　
「
小
浜
」
の
砂
浜
か
ら
木
立
の
中
に

入
る
と
、
す
ぐ
に
幅
の
広
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
階
段
が
あ
り
、
登
り
つ
め
た
所

で
道
は
左
右
に
分
岐
し
て
い
ま
す
（
右

へ
行
く
と
、
最
近
開
設
さ
れ
た
市
営
の

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
ま
す
）
。

　
本
命
の
遊
歩
道
は
、
分
岐
点
の
表
示

の
と
お
り
左
へ
向
か
い
ま
す
。
こ
の
道

を
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
、

ま
た
分
岐
点
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
1
5
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
直
進
す
る
と
、
こ
の
遊
歩

道
随
　
の
展
望
岬
に
つ
き
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
テ

ー
ブ
ル
と
腰
掛
け
が
備
え
ら
れ
て
い
て
、

爽
快
な
気
分
で
く
つ
ろ
げ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

攣

ったよ

盗
な

偏■■酢．㌧

黒木裕樹くん
俊彦・恒子（梶木）

橋
宏

ん

嘘ン
　　　2　　．
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罵
鰻
倉
翼

1昌利くん

美登里（清正

江
義
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
英
語

目
本
人
が
韓
国
人
や
中
国
人
と
違
う
よ
う
に

西
洋
人
も
国
に
よ
っ
て
か
な
り
違
い
ま
す

　
5
年
前
、
私
が
日
本
語
を
勉

強
し
始
め
た
こ
ろ
は
、
漢
字
が

た
く
さ
ん
あ
る
日
本
語
よ
り
難

し
い
外
国
語
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
に
来

て
英
語
を
教
え
る
ま
で
は
、
英

駈

　
手
元
に
い
つ
で
も
読
み
ざ
ら
し
の
「
本
」

と
名
の
つ
く
も
の
が
な
い
と
落
ち
着
か
な
い

ほ
ど
の
活
字
依
存
症
（
？
）
の
私
で
す
。
子

供
の
と
き
か
ら
大
人
の
読
み
物
を
、
訳
も
分

か
ら
な
い
ま
ま
拾
い
読
み
し
て
い
た
習
慣
か

ムメ子さん
　（76歳：駅通り）

川上

ら
で
し
ょ
う
か
。
今
で
は
、
本
は
私
の
生
き

が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
、
3
年
前
、
懇
意
に
し
て
い
た
町
な
か

の
本
屋
さ
ん
が
閉
店
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
市
立
図
書
館
が
新

装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ
ま
で

図
書
館
に
「
お
役
所
」
と
い
う
堅
い
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
て
い
て
敬
遠
し
て
い
ま
し
た
が
、

出
向
い
て
み
て
私
の
思
い
込
み
と
全
く
違
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
館
内
は
、
と
て
も
広
く
温
も
り
が
あ
り
、

ひ
ま
わ
り
の
よ
う
な
笑
顔
で
応
対
し
て
く
れ

る
職
員
の
方
た
ち
な
ど
、
す
っ
か
り
気
に
入

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
数
多
い
蔵
書
の
中
に
、

か
つ
て
読
み
そ
び
れ
て
い
た
本
に
出
会
っ
た

と
き
の
う
れ
し
さ
は
、
例
え
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
図
書
館
を
利
用
し
な
か
っ
た

こ
と
が
悔
や
ま
れ
て
、
今
で
は
図
書
館
通
い

に
し
っ
か
り
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
図
書

館
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
出
会
っ
で
よ

か
っ
た
本
の
感
想
文
や
、
本
と
の
か
か
わ
り

あ
い
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

語
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
で
も
、
英
語
の
単
語
の
Φ
に

は
、
つ
づ
り
は
異
な
る
の
に
発

音
が
同
じ
、
と
い
う
紛
ら
わ
し

い
単
語
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
［
m
e
e
t
　
会

う
］
と
［
m
e
a
t
”
肉
］
、

［
e
y
e
”
目
］
と
［
1
一
私
］

の
よ
う
に
。

　
英
語
は
複
雑
で
す
が
、
世
界

で
は
か
な
り
役
に
立
つ
言
語
の

一
つ
の
よ
う
で
す
。

　
国
際
交
流
員
と
し
て
日
本
に

来
て
か
ら
私
は
、
多
く
の
国
の

人
々
と
話
す
機
会
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

私
と
英
語
圏
の
人
々
が
話
す
の

を
聞
く
と
、
何
の
問
題
も
な
く

会
話
が
で
き
る
と
思
う
方
も
多

い
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
、
ア
メ

リ
カ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
な
ど
は
、
私

と
同
じ
英
語
を
話
す
の
に
、
な

ま
り
や
表
現
の
仕
方
が
私
と
は

異
な
り
ま
す
。
国
に
よ
っ
て
、

歴
史
や
文
化
が
異
な
る
の
で
ユ

ー
モ
ア
（
冗
談
）
す
ら
異
な
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
の
よ

う
な
同
じ
英
語
圏
出
身
の
国
際

交
流
員
同
土
で
も
、
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
り
、
誤

解
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
日
本
人
が
韓
国
人

や
中
国
人
と
違
う
よ
う
に
、
同

じ
西
洋
人
で
も
、
国
に
よ
っ
て

か
な
り
違
う
の
で
す
。

　
「
ド
リ
ー
ム
・
タ
イ
ム
」
と

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住

民
ア
ボ
リ
ジ
一
一
の
考
え
方
や
文

化
を
指
す
言
葉
で
す
。

田『謬匹一国羅（2職：花ケ丘）

　藤屋写真印刷㈱で印刷物の編集

の仕事をしています。

　仕事は忙しいですが、休日には

最近買ったバイクでツーリングを

したり、友達と2人で弾き語りを

したりしています。

　バンドを結成したので、ライブ

ができると最高ですね。

いきいき

　青春トーク

．
｛

嘉罐慈1縣江，

　日向商工会議所の中小企業相談

所に勤務しています。3月の申告

時期が過ぎ、ようやく仕事も一区

切りしました。

　4月からフラワーアレンジメン

トを習いにいく予定です。また、

暖かくなったので、何かスポーツ

に挑戦したいと思っています。
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箋
囹
O
離
離
醇
自
O
Σ
お
知
ら
せ

市
役
所
は
代
表
君
5
2
1
2
1
1
1
で
す
。
　
　
7
6

情
報
等
は
総
務
課
（
盈
内
線
2
2
3
4
）
へ
。

　　　市は「身元調査お断り運動」を

⑰　　　推進しています。

お
知
ら
せ

一
　
宮
崎
女
性
少
年
童
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
等

　
女
性
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
な

く
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
、

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
家
庭
を

両
立
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
に
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、

育
児
・
介
護
休
業
法
、
労
働
基

準
法
な
ど
の
法
律
が
、
4
月
－

日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進

な
ど
．
雇
用
の
場
で
の
男
女
差
別

の
禁
止
、
②
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の

事
業
主
の
配
慮
義
務
、
③
通
院

休
暇
な
ど
妊
産
婦
の
健
康
を
確

保
す
る
た
め
の
措
置
の
義
務
化
、

④
女
性
労
働
者
の
時
間
外
・
休

日
労
働
、
深
夜
業
の
規
制
の
廃

止
、
⑤
育
児
休
業
・
介
護
休
業

・
育
児
や
介
護
の
た
め
の
勤
務

時
間
の
短
縮
等
の
措
置
の
義
務

化
、
⑥
育
児
・
介
護
を
行
う
男

女
労
働
者
に
対
す
る
深
夜
業
制

限
措
置
な
ど
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　－　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　－　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　一　　　　一　　　　一

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
働
く

女
性
が
性
に
よ
り
差
別
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
能
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
働
き
な
が
ら
安
心

し
て
子
供
を
産
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
債
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
．

　
詳
し
く
は
、
宮
崎
女
性
少
年

室
（
含
0
9
8
5
1
2
5
1
5
5

3
1
）
へ
。

子
育
て
支
援
事
業

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

《
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
》

　
保
護
者
が
、
仕
事
な
ど
の
た

め
に
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童

に
対
し
放
課
後
、
遊
び
や
学
習

の
場
を
提
供
し
、
児
童
の
健
全

育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

◇
対
象
1
1
小
学
校
1
～
3
年
生

◇
定
員
一
約
2
0
人

◇
内
容
1
1
指
導
員
と
一
緒
に
、

屋
内
外
で
遊
び
を
通
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

◇
開
設
場
所
凹
面
高
児
童
ク
ラ

ブ
（
富
高
小
学
校
／
4
月
1
［
口

開
設
）
、
日
岡
屋
児
童
ク
ラ
ブ

（
日
知
屋
児
童
セ
ン
タ
ー
／
実

施
中
）
、
財
光
寺
ク
ラ
ブ
（
財

光
寺
小
学
校
／
実
施
中
）

◇
閣
設
時
間
1
1
放
課
後
（
ま
た

…
は
午
前
1
0
時
）
～
午
後
5
時
　
　
…

一
　
《
一
時
保
育
事
業
》
　
　
　
　
　
「

～　

ﾛ
護
者
が
、
パ
ー
ト
就
労
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
病
気
、
そ
の
他
私
的
理
由
に
よ

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
り
、
一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
児

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
童
を
保
育
所
で
お
預
か
り
す
る

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
も
の
で
す
。

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
対
象
児
童
1
1
0
歳
（
3
か
月

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
児
）
か
ら
就
学
前
ま
で
の
児
童

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
利
用
時
間
1
1
午
前
8
時
～
午

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
後
6
時

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
◇
利
用
要
件
口
①
定
期
的
利
用

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
は
週
3
日
以
内
、
②
緊
急
時
ま

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
た
は
私
的
な
理
由
に
よ
る
利
用

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
は
月
1
4
日
以
内

｛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
利
用
料
金
1
1
日
額
－
人
1
5

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
0
0
円

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◇
実
施
保
育
所
1
1
大
王
谷
保
育

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

園
（
蔓
I
－
8
－
5
／
4
ヨ

…

隔
麟
熱
論
…

　
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

…　
《
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
》

…　
　
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援

…　
す
る
た
め
に
保
育
所
に
指
導
者

…　
を
配
置
し
、
子
育
て
家
庭
の
相

…　
談
指
導
や
育
児
支
援
、
子
育
て

…　
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
支
援
な
ど
を

一　
行
う
も
の
で
す
。

一

◇
実
施
保
育
所
1
1
日
向
保
育
園

（
實
5
3
1
5
5
5
1
）

◇
事
業
開
始
日
”
4
月
－
日

※
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
ば
、
市
福
祉
事

務
所
児
童
母
子
係
（
倉
内
線
2

1
6
3
）
へ
。

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
移
転

駈皿ノ

触

施
設
も
充
実
し
ま
し
た

こ
活
用
く
だ
さ
い

　
東
臼
杵
南
部
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
が
、
3
月
－
日
か
ら

東
郷
町
に
移
転
し
ま
し
た
。
新

普
及
セ
ン
タ
ー
は
、
研
修
室
を

は
じ
め
営
農
相
談
室
、
経
営
診

断
室
、
生
物
診
断
書
、
土
壌
診

断
室
、
食
品
加
工
室
な
ど
従
来

よ
り
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

4
月
の
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
4
月
1
6
日
（
金
）

　
　
　
　
　
0
”
0
～
4
”
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
4
月
9
日
（
金
）

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
■
盈
5
2
1
1
0
1
0

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
4
月
1
3
日
（
火
）

　
　
　
　
　
0
”
0
～
5
“
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

　
体
の
こ
と
で
お
悩
み
の
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
は
、
毎
月
1
回
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
に
つ
い
て
、
専
門
医

師
に
よ
る
健
康
相
談
会
を
開
き

ま
す
。
今
回
の
相
談
内
容
は
、

「
泌
尿
器
科
」
で
す
。
相
談
を

希
望
す
る
方
は
、
予
約
が
必
要

で
す
か
ら
、
4
月
3
0
目
ま
で
に

市
健
康
管
理
課
（
倉
内
線
2
1

8
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
と
　
き
■
5
月
2
2
日
（
土
）

　
　
　
　
　
4
”
0
～
6
叫
0

　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
と
こ
ろ
■
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
医
　
師
■
渡
辺
病
院
・
渡
辺

　
　
　
　
康
久
医
師

「

　
詳
し
く
は
、
東
臼
杵
南
部
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
〒
8

8
3
1
0
1
0
6
／
東
郷
町
大

字
山
陰
照
察
水
流
辛
2
5
6
番

目
2
／
倉
6
8
1
3
1
0
0
・
囲

68

P
3
1
0
1
）
へ
。

日
向
市
女
性
史
研
究
会

助
産
婦
さ
ん
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
日
向
市
女
性
史
研
究
会
は
、

日
向
市
の
輝
く
女
性
の
発
掘
、

研
究
、
発
表
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
「
助
産
婦
さ

ん
」
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
ま

た
は
現
在
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
調
査
、
研
究
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
助
産
婦
さ
ん
」
に
関
す
る

情
報
な
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ご
存
じ
の

方
は
日
向
市
女
性
史
研
究
会
事

務
局
（
日
知
屋
公
民
館
雪
5
2
1

7
1
5
5
V
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

老
人
医
痘
の
一
部
負
担
盆

◇
外
来
の
場
合
1
1
1
日
に
つ
き

5
3
0
円
（
同
一
の
医
療
機
関

に
一
か
月
内
に
5
日
以
上
通
院

し
た
場
合
は
、
そ
の
月
の
5
日

目
以
降
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
薬
剤
に
関
す
る
一
部

負
担
金
は
除
く
）

◇
入
院
の
場
合
1
1
1
日
に
つ
き

1
2
0
0
円
（
市
町
村
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
で
老
齢

福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
1
日
に
つ
き
5
0
0
円
、
1

か
月
の
負
担
上
限
が
3
5
4
0

0
円
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
、
事
前
の
届
け
出
が

必
要
で
、
4
月
1
日
か
ら
市
健

康
管
理
課
で
受
け
付
け
ま
す
∀

　
詳
し
く
は
、
市
健
康
管
理
課

（
倉
内
線
2
1
5
4
）
へ
。

一
　
の
び
の
び
子
育
て
相
談

　
子
育
て
の
こ
相
談
は

　
お
近
く
の
認
可
保
育
園
へ

せ
」　

」
ら　　　　4塑　　墨＿1

一
部
負
担
金
が

4
月
1
日
か
ら
改
正

　
日
向
市
保
育
協
議
会
が
実
施

し
て
い
る
「
の
び
の
び
子
育
て

相
談
」
の
日
程
等
が
、
4
月
か

ら
変
わ
り
ま
す
。

　
今
年
3
月
ま
で
は
、
毎
月
第

2
、
第
4
土
曜
日
に
ア
ス
テ
ィ

日
向
寿
屋
で
開
い
て
い
ま
し
た

が
、
4
月
か
ら
は
お
近
く
の
認

可
保
育
園
で
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
1
歳
児
相
談
会

場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
0
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
の
子
育
て
に
関
す
る

こ
と
。
離
乳
食
や
し
つ
け
、
言

葉
の
発
達
、
遊
び
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
協
議
会
で
は
、
子

育
て
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
雪

53

P
5
8
5
7
）
も
実
施
中
で

す
。
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
老
人
保
健
制
度
加
入
者
の
診

療
に
関
す
る
一
部
負
担
金
の
額

が
、
4
月
－
日
か
ら
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
す
。

ほ
し
ゅ
う

一
　
手
話
購
習
会
の
受
晴
生

　
手
話
を
学
ん
で
す
て
き
な

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
平
成
1
1
年
度
の
手
話
講
習
会

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
日

ご
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
福
祉

に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
も
手
話
を
学
ん
で
、

す
て
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◇
対
象
1
1
1
5
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も

◇
期
間
1
1
平
成
1
1
年
4
月
～
平

成
1
2
年
3
月

蕎《ぎ魯Q＆A

Q．国民年金保険料を前納する

と割引があるのでしょうか？

A．割引制度はあります。例え

ば、平成ll年度の年金保険料は

月額13，300円、年額159，600

円です。これを前納した場合
155，750円となり、3，850円割

り引かれます。国民年金保険料

の前納を希望する方は、納付書

を持参のうえ、4月30日までに

金融機関または市民課年金係で

納付してください。口座振替を

利用している方で前納を希望す

る場合は、4月15日までに年金

係へご連絡ください。

　　税証明の取り扱い窓ロ

　次の5項目の税証明は、市税

務課だけでなく、細島、岩脇、

美々津の支所でも交付していま

す。どうぞご利用ください。

　　《交付できる証明書》

　①所得証明書

　②課税証明書

③資産証明書

　④軽自動車納税証明書

　⑤土地家屋名寄帳の写し

※．手数料は、いずれも300円。

代理人が証明書の交付を受ける

場合は、同一世帯の場合を除き

委任状が必要です。

4月の献血

6日〔火）／JA日向美々津支店

　　　　　　　　　（9＝20～10：20）

　　　　ホワイトファーム
　　　　　　　　　（11：50～14：10）

　　　　三股病院（14：20～16：00）

28日（木）／東ソー　（10：00～12：00）

　　　　メディキット
　　　　　　　　　（13：30～16：00）

2月中の交通事故

日向市分 0内前月比

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故

15件 2人　　17人　io5件

（十7）　　（十2｝　　（十8）　　（一7）

～止まって確認i無事故に挑戦～
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◇
開
講
式
門
夜
の
部
／
4
月
8

日
（
木
V
午
後
7
時
～
9
時
（
以

後
毎
週
木
曜
日
）
、
昼
の
部
／

4
月
1
9
日
（
月
）
午
前
1
0
時
～
1
2

時
（
以
後
毎
週
月
曜
u
）

◇
会
場
旺
日
向
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
一
高
2
0
7
1
3
）

◇
内
容
H
手
話
の
学
習
、
耳
の

不
自
由
な
方
と
の
交
流
な
ど

◇
受
講
料
旺
無
料
（
た
だ
し
、

聴
覚
障
害
者
新
聞
代
を
含
む
テ

キ
ス
ト
代
と
し
て
3
2
0
0
円

が
必
要
）

◇
申
込
先
1
1
市
福
祉
事
務
所
障

害
福
祉
係
（
容
内
線
2
1
7
1
）

『
熟
冑
u

▼自
衛
隊
幹
部
候
補
生
二
般
・
技
術
〉

自
衛
隊
幹
部
と
し
て

活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か

◇
受
付
期
間
”
4
月
7
日
～
5

月
1
4
日

◇
募
集
内
容
・
人
員
旺
陸
ヒ
／

約
9
0
人
、
海
上
／
約
9
5
人
、
航

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　r　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　幽　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　幽　　　　一　一　　　　幽　　　　一旧　　　　一　　　　一－

空
／
約
5
5
人

◇
応
募
資
格
1
1
平
成
1
2
年
4
月

－
口
現
在
、
2
2
歳
以
上
2
6
歳
未

満
の
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
方

◇
第
1
次
試
験
1
1
5
月
2
9
日
・

30
◇
問
い
合
わ
せ
1
1
白
衛
隊
日
向

募
集
事
務
所
（
容
5
2
1
6
9
1

4
）
ま
た
は
市
総
務
課
（
費
内

線
2
2
2
4
）

ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ウ
イ
ン
グ
九
州
9
9

九
州
の
仲
間
と
と
も
に

国
際
的
視
野
を
広
め
よ
う

　
県
は
、
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ウ
ィ
ン
グ
九
州
9
9
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
九
州
の
青
年
を
海
外
に
派

遣
し
、
国
際
的
視
野
を
広
め
、

研
修
活
動
や
団
体
生
活
を
通
じ

て
心
身
の
高
揚
を
図
り
、
た
く

ま
し
い
九
州
青
年
を
育
成
す
る

も
の
で
す
。

◇
訪
問
先
1
1
中
華
人
民
共
和
国

及
び
大
韓
民
国

◇
期
間
”
8
月
2
1
日
（
土
）
～
2
9

日
（
日
）
の
9
日
間

◇
内
容
H
訪
問
国
青
年
と
の
交

流
会
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
万
里

の
長
城
参
観
な
ど

◇
募
集
人
員
1
1
一
般
団
員
／
満

20

ﾎ
か
ら
2
9
歳
ま
で
の
県
内
に

居
住
す
る
男
女
各
1
4
人
、
班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　幽　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　幽　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　幽　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　7　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　『　　　　■　　　　一　　　　一　　　　－　　　　冒
　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一一

長
／
満
3
0
歳
か
ら
3
9
歳
ま
で
の

青
少
年
指
導
の
経
験
を
有
す
る

男
女
各
－
人

◇
負
担
金
1
1
一
般
団
員
／
7
3

0
0
0
円
、
班
長
／
免
除

◇
申
込
方
法
肺
4
月
－
日
か
ら

30

福
ﾜ
で
に
県
女
性
青
少
年
課

ま
た
は
市
社
会
教
育
課
に
備
え

付
け
の
参
加
申
込
書
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
宮
崎
県
女
性

青
少
年
課
（
容
0
9
8
5
1
2
6

i
7
0
4
1
）

一　　　P広デ。
」L←¶」一心

P

（
デ
ザ
イ
ン
文
字
〕
広
告
の
旧
習

デ
ザ
イ
ン
文
字
に
よ
る

広
告
を
学
び
ま
せ
ん
か

　
宮
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
で
は
、
女
性
の
た
め
の
P

O
P
広
告
の
講
習
会
を
開
き
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
お
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
程
1
1
5
月
1
9
日
か
ら
7
月

目
口
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
と
木

曜
日
（
全
1
4
日
間
）

◇
時
間
1
1
午
前
9
時
～
1
2
時

◇
募
集
定
員
1
1
3
0
人

◇
対
象
1
1
初
心
者
の
女
性

◇
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

◇
内
容
1
ー
デ
ザ
イ
ン
文
字
広
告

の
基
礎
知
識

◇
受
講
料
1
1
無
料
（
た
だ
し
、

教
材
費
と
し
て
5
0
0
0
円
）

◇
応
募
期
限
1
1
5
月
1
0
日
（
月
）

5000　　10000　15000　20000　25000　30000
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も、卸売・小売業やサービス業などの第3次産業

が多いことがわかります。

　昭和35年からの産業別15歳以上の就業者数

の推移を見ると、第1次産業の就業者数が激減し、

手本経済の高度成長時代には第2・3次産業の就

業者が増加しています。第1次産業の中でも農業

就業者の現象が著しく、後継者不足が深刻化して

います。

数字で見る日向市⑫総
産業別15歳以上就業者数
　　　　　　　　（平成7年国勢調査による）

］

　　産業別15歳以上の就業者数の推移
昭和35年嘘團躍「－■■■　　〔範

　平成7年国勢調査による産業別15歳以上就業

者数は、下表の通りとなっています。表からは、

口向市の就業形態が農業などの第1次産業より

〔単位：人

第2次産藁

昭和40年

昭和45年

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成2年

平成了年
0

　
　
　
甲

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
”
県
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
日
向
相

談
所
（
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
4
時
の
み
費
5
2

1
1
3
4
5
）

青
年
海
外
協
力
隊

発
展
途
上
国
の
国
づ
く
り

人
づ
く
り
に
協
力
し
ま
す

　
国
際
協
力
事
業
団
の
実
施
す

る
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
募
集

及
び
募
集
説
明
会
が
、
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
は
、
発
展

途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
共
に

生
活
し
、
共
に
働
き
な
が
ら
、

相
手
国
が
必
要
と
し
て
い
る
国

づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
協
力
す

「

る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
…

…　
　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

［　
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一　
◇
募
集
期
間
一
1
4
月
1
5
口
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　～
5
月
3
1
日
（
月
）

　
◇
募
集
職
種
時
農
林
水
産
、
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
工
、
保
守
操
作
、
土
木
建
築
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…　
保
健
衛
生
な
ど
約
1
4
0
職
種
…

…　
◇
募
集
規
模
1
1
約
8
0
0
人

…　
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イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ー
ン
博
み
や
ざ
き
9
9

市
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
は

日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ウ

　
花
と
緑
の
祭
典
「
グ
リ
ー
ン

博
み
や
ざ
き
9
9
」
が
、
宮
崎
市

阿
波
岐
原
森
林
公
園
を
メ
イ
ン

会
場
に
、
3
月
2
7
日
か
ら
5
月

30

冾
ﾜ
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
期
間
中
、
英
国
を

代
表
す
る
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ

ー
、
ロ
ビ
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

さ
ん
の
設
計
、
監
修
し
た
本
格

的
な
英
国
式
庭
園
が
堪
能
で
き

ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
博
の

　
メ
イ
ン
施
設
と
な
る
「
夢
花
館
」

…　
で
は
、
「
花
と
緑
の
ギ
ャ
ラ
リ

…　
i
」
や
「
花
と
緑
の
夢
工
房
」

…　
な
ど
、
花
と
緑
の
新
た
な
世
界

…　
を
発
見
・
体
験
で
き
る
よ
う
に

…　
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

…　
　
そ
の
ほ
か
、
大
型
円
形
ス
タ

ー　
リ
ー
ン
を
用
い
て
の
「
花
の
祭

…　
典
を
巡
る
世
界
ツ
ア
ー
」
や
県

…　
内
市
町
村
の
郷
上
芸
能
か
ら
有

…　
名
タ
レ
ン
ト
の
ス
テ
ー
ジ
な

…　
ど
、
毎
日
が
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

…　
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

…　
　
な
お
市
内
で
は
、
口
向
州
グ

…　
リ
ー
ン
パ
ー
ク
が
グ
リ
ー
ン
博

…　
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
な
り
、

…　
色
と
り
ど
り
の
花
が
皆
さ
ん
を

…　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一　
　
期
間
中
は
、
ぜ
ひ
グ
リ
ー
ン

…　
薦
み
や
ざ
き
9
9
へ
お
越
し
く
だ

［　
さ
い
。

一

十
の
星
を
見
る
会

こ
と
座
流
星
群
を

見
つ
け
よ
う

◇
日
時
一
1
4
月
2
3
日
（
金
）
午

後
7
時
3
0
分
～
（
雨
天
、
曇
天

の
場
合
は
中
止
）

◇
場
所
1
1
お
倉
ケ
浜
海
水
浴
場

駐
車
場

◇
必
要
な
も
の
肚
筆
記
用
具
、

懐
中
電
灯
（
持
っ
て
い
る
人
は
、

星
図
、
天
体
望
遠
鏡
な
ど
）

◇
問
い
合
わ
せ
ー
ー
市
中
央
公
民

館
（
盈
5
3
1
6
8
6
7
）

　わが国で女性が初めて参政権を

行使した4月10日から始まる1週

間は「女性週間」です。期間中、

市は、男女が共にこれからの社会

や家庭、生き方を考え、新しい社

会を築いていくために「99ひゆう

がし女性週間のつどい」を下記の

とおり開きます。

◇テーマ＝21世紀に向けて自分ら

しい生き方ができる社会を創ろう

◇期間＝4月10日（上）～16日（金）

◇会場＝男女共同社会づくり推進

ルーム「さくら館」及びその周辺

◇日程（主なもの）

　◆10日／国際ソロプチミスト・

　　チャリティ文化講演会「大江

　　光の世界」（14：00～16＝00）

　◆11日／ボランティアグループ

　　さわやか・手話ダンス（13：

　　30～15：00）

　◆12日／あしたば会・薬膳料理

　　教室（10：00～12：00）

　◆13日／ミニ講演会・「今どき

　　の女の子・男の子」（13：30

　　～15：00）

　◆14日／草木染めボランティア

　　・草木染め（10＝00～12；00）、

　　童謡愛好会・童謡及び指人形
　　遊び（13＝00～15：00）

　◆15日／もくれん会及び折り紙

　　ボランティア・お茶会、謡曲、

　　折り紙（10：00～15：00）

　◆16日／市立図書館・おはなし

　　会（10：00～12：00）、おやこ

　　劇場・スライド上映など（13

　　　00～15＝00）
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市民健康管理センター（盤内線2181）
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■3か月児健診

と　き◇4月9日（金）、23日（金）

対　象◇平成ll年1月生まれ

■7か月児健診

日　時◇4月16日（金）

対象◇平成10年9月生まれ

■1歳児健康相談

日　時◇4月6日（火）

対象◇平成10年3月生まれ

■1歳6か月児健診

日　時◇4月8日（木）

対象◇平成9年9月生まれ

■3歳児健診

日　時◇4月2日（金〉

対　象◇平成7年9月生まれ

※受付時間は、3か月児／午後1

時～1時30分、7か月児・1歳6

か月児・3歳児／午後1時～2時、

1歳児／午前9時30分～10時です。

母子健康手帳を忘れずに、健康管

理センターへ。

院（内・整外5538910）☆篠原

医院（産婦・肛盈631059）

●25日　☆三ケ尻医院（山外倉52

5557）　☆康田医院（産婦容53

7788）☆松岡医院（内費525407）

☆沼田医院（皮・泌尿盈523785）

●29日　☆浦上医院（内・外・胃

腸容522936）☆稲原医院（眼容

522209）☆鮫島病院（精神・内

旨546801）

※事前に、テレホンサービス（費
53－1214＞で確認を。

■
巴
塾
＼
尉
咽
岡
口
円
匹
§

子育てコーナー

康管理センター。母子健康手帳を

忘れずに。

4月の休日在宅医

各種検診日程

●4日　☆鮫島医院（整外含528

19D　☆吉森医院（内・胃腸・循

環・呼吸燈524046）☆永田医院

（産婦實523388）

●1旧　☆占賀内科胃腸科（内・

胃腸a528118）　☆長田医院（耳

鼻・咽喉實520266）☆大久保医

院（外・胃腸麿525338）　☆白石

病院（内・呼吸實631365）

●18日　☆向洋クリニック（内盈

525488）☆田中病院（内・精

神・神経含632211）☆天生堂医

●パパママ教室

◇日時＝5月23日（LD午前10時～

◇対象＝出産を迎えるママとパパ

◇内容＝講話（妊娠から出産まで

の心構えなど）、実習（赤ちゃん

の抱き方やおふろの入れ方など）

◇申込方法＝5月14日（金）までに、

氏名及び連絡先を健康管理センタ

ーまでご連絡ください。

●母親学級

◇4月21日（水）／妊娠中の歯の管

理・歯みがき方法（要予約）

◇4月27日（火）／分娩時の呼吸方

法・赤ちゃんのおふろの入れ方等

　時間は、いずれも午後1時30分

からです。

●すくすく教室

◇日時＝4月27日（火〉午後2時～

◇対象＝生後6か月までの乳児を

育児中のお母さん・お父さん

◇内容＝①身体測定、②離乳食づ

くり、③育児相談、④交流会など

※会場は、いずれの教室も市民健

●子宮がん検診

　今回の対象地区は、美々津、幸

脇、財光寺、塩見地区です。受診

希望の方は、事前に申し込みを。

◇4月20日（火）＝午前／切上ll12

区公民館、午後／往還公民館

◇4月21日（水）＝午前／農村婦人

の家、午後／未定（平岩地区会場）

◇4月22日（木）；午前／美々津老

人福祉センター

※受付は、午前が9時から10時ま

で、午後が1時から2時まで。料

金は、600円（70歳以上の方は

200円）です。

健康あれこれ

　生活習慣病を予防するためには、

「薄味の食事を」ということはだ

れでも知っていることだと思いま

す。この「知っている」がなかな

かくせ者であることも確かです。

　調理実習をしていると「こんな

に味が薄くていいんですか」「計

量スプーンで計らないといけませ

んか」という声をよく聞きます．

自分では薄味と思っていても、意

外と塩分を取っているものです。

　毎日の積み重ねが思わぬところ

に現れるのが生活習慣病。中高年

の方ばかりの問題ではありません。

　一日・日の生活を見直して、生

活習慣病を予防しましょう．

　
が
ん
じ
　
が
　
ら
　
め

　
願
児
我
楽
夢
の
人
権
コ
ン
サ

ー
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
正

直
言
っ
て
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動

し
ま
し
た
。
彼
ら
は
言
い
ま
す
、

「
人
権
　
　
そ
れ
は
、
命
と
同

じ
く
ら
い
大
切
な
も
の
」
と
。

　
人
権
を
侵
す
差
別
は
、
時
に

人
の
命
さ
え
も
奪
っ
て
し
ま
う

恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

　
差
別
の
な
い
明
る
い
未
来
を

子
供
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
私
た
ち
は
、
差
別
の
現

実
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
た
め
に
も
「
人
権
を
考

え
る
集
い
」
等
に
積
極
的
に
参

加
し
た
い
も
の
で
す
。
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日向市の人ロと世帯

人　口

　男

　女
世帯数

　　　（Hll．3．L現在）

59，032人〈＋70＞

27，962人〈＋39＞

31，070人〈＋31＞

21，550世帯〈＋44＞

転入186人転出124人
出　生　　54人　死　亡　46人
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